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№ 受付日 
申出

人 
発生日 

利

用

者 

苦情要望

事故 

苦情・要望・事故の

内容 
対応策・要望 報告日 申出人報告内容 

解 

決 

未解

決 

1 H24.9.27 AA H24.9.27 AB 要望 

独居。夜に自宅で尿

汚染し、朝の訪問時

には紙パンツを履

いておらず、汚染し

た紙パンツの行方

がわからなかった。

次の日にみつかり

二男さんに報告し

「三男にも言って

おく」とのことだっ

たが三男さんには

伝わっておらず自

宅を探したとのこ

と。「面倒をみてい

る家族が複数いる。

みんなが全部を分

かっているわけで

はないのでどうし

たらいいか。」と主

介護者の三男さん

より相談ある。 

 

 

 

 

 

 

 

事業所が関わった事は

ご家族に報告した（す

る）事も含めて連絡ノー

トに記入することとす

る。また、ご家族から別

のご家族や事業所へ伝

えたい事や頼みごとが

ある場合には、自宅の居

間にホワイトボードを

設け、そこへ記入するこ

ととする。ホワイトボー

ドには、その返答もあわ

せて記入することとす

る。 
H24.9.27 

ホワイトボードに関して

は「それはいいですね。」

とすぐに設置して下さ

る。 

これ以降は情報の共有も

もれなくできており、三

男さんも安心されてい

る。 

✓  
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2 H24.10.23 BB H24.10.23 BB 相談 

小規模多機能に移っ

てから、利用料金が

以前のサービスより

も高いので生活が苦

しい。ここのサービ

スを続けたいがこの

ままでは生活が困窮

する。 

ご本人は以前デイサービ

スと訪問介護を利用され

ており、福井市の減免制度

対象者で負担少なく利用

できていた。小規模は減免

制度の対象外であるため

経済的負担が大きくなっ

ていた。本人と話を行い、

支出と収入を確認。年金額

も少なく、障害者手帳も持

っておられた。生活保護の

最低生活費を下回ってい

たためご本人と相談の上

で生活保護の申請を行う 

。 

H24.12.3 

H24.12 に生活保護の支給決

定があり、申し出人も「こ

れで安心して暮らせる。お

世話かけました。ありがと

う。」と言われる。 

✓  

3 H24.11.30 
近所

の方 
H24.11.30 CC 要望 

近所の方から、「雨が

ひどい時でも窓を開

けているので、声を

掛けて閉めているん

です。気をつけてあ

げてほしい。」と言わ

れる。 

ご近所（お隣）の方へは日

頃から挨拶はしていたが、

ご本人の状況を説明して

いなかったため、日頃気に

かけて下さっていること

へのお礼とともに説明す

る。 

H24.11.3

0 

「寒くなってきたので、午

前午後と訪問した時には声

をかけ窓は必ず閉めている

のですが、ご本人が煙草を

吸われる時に窓を開けるの

で、そのままになっている

ことが多いんです。引き続

き声かけをして気をつけま

す。」ご近所の方も「大変で

すね。これからもお願いし

ます。」と言われる。 

 

✓  


